職 務 経 歴 書
20XX年XX月XX日現在
氏名　〇〇 〇〇
■職務要約
医療機器メーカーにて◯年間、循環器領域のクリニカルスペシャリストとして、冠動脈インターベンションを中心に術中立会いと手技サポートを担当してまいりました。関東圏◯施設を受け持ち、医師・看護師・臨床工学技士へのデバイス説明やハンズオントレーニングを年間◯回実施しています。営業担当と情報を共有しながら、新製品導入時の使用手順の説明資料づくりも担当してまいりました。
■職務経歴
※掲載内容は架空の記入例です。社名・期間・業務・数値・資格は実際の経験に合わせて書き換えてください。
□20XX年4月〜現在　株式会社〇〇〇〇
事業内容：循環器・末梢血管領域の医療機器を製造販売する外資系メーカー（国内従業員◯名）
	期間
	業務内容

	20XX年4月
〜
現在
	所属・役職：クリニカルスペシャリスト
【担当業務】
・冠動脈インターベンション（PCI）および末梢血管治療（EVT）における術中立会い、デバイス仕様の説明（年間◯件）
・担当エリア（関東圏◯施設）の医師・看護師・臨床工学技士に対する製品トレーニングの実施（年間◯回）
・新製品上市時の使用手順資料の作成と、導入施設への説明対応
・学会・研究会でのブース運営およびハンズオンセミナーの準備・進行
・営業担当との週次の情報共有、施設訪問への同行と現場要望の社内フィードバック
【実績】
・施設ごとにばらついていたトレーニング内容を、機器構成の確認・操作手順・想定される問い合わせの3部構成に整理し、担当エリア◯施設で同一教材を使用できる状態にした
・立会い時に受けた質問と対応内容を月次で集計して社内共有を開始し、◯か月後には同種の問い合わせへの回答が担当者間で統一された


■活かせる経験・知識・スキル
・PCI・EVT関連デバイス（ステント、バルーンカテーテル、ガイドワイヤー等）の構造・仕様に関する製品知識
・カテ室での術中立会い、機器セッティング確認、使用中の問い合わせ対応
・医師・コメディカル向けの製品説明およびハンズオントレーニングの実施
・CRM（Salesforce、Veeva）での活動記録・施設情報の管理
・PowerPoint・Excelでの説明資料、トレーニング教材、活動報告の作成
■資格
・臨床工学技士免許（20XX年3月取得）
・TOEIC ◯点（20XX年X月取得）
■自己PR
カテ室で起きた事象を記録し、次の症例に活かす形で共有することが私の強みです。デバイス選択に迷いが生じた場面や想定外の抵抗があった場面を症例メモとして整理し、社内勉強会で共有したうえで対応手順をまとめた結果、チーム内で同じ質問への回答が揃い、新任担当者が単独で立会いに入るまでの期間が短縮されました。貴社でも、現場で得た所見を担当者間で共有できる形に整え、施設ごとの支援品質を揃えることに貢献したいと考えております。
以上
